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片瀬福寿学校公開講座《要申込》 

★１１月２６日（木）「アカペラ・コーラス・コンサート」 

★１月２１日（木）「本当は面白い！カニササレアヤコと学ぶ雅楽」 

おひざの上のおはなし会とわらべ歌       ★１１月１３日（金）

★１２月１１日（金）★１月８日（金）★２月１２日（金）★３月１２日（金） 

オレの挑戦！    《要申込》 

スマホカメラ写真講座 

★１月２３日（土） 

  第１回「座学」 

★２月６日（土） 

  第２回「館外学習（撮影会）」 

★２月２０日（土） 

  第３回「作品の発表と講評」 

※男性の方向け 

かたせ親子探検隊Ⅱ   《要申込》 

★１１月２１日（土）  第１回 「親子で防災を考えよう！」 

★１２月１２日（土）  第２回 「紅葉の川名清水谷戸探検！」 

★１月３０日（土）   第３回 「親子で藍染に挑戦しよう！」 

★２月１３日（土）   第４回 「ペットボトルロケットを飛ばそう！」 

子育て孫育てみんなに知ってほしい安心講座《要申込》 

★１１月１４日（土）  「教えて！性の話・ジェンダーの話～子どもに教えるのはいつから？～」 

★１２月８日（火）   「ＶＲで体験！自転車交通ルール ～子どもの命を守るために～」 

★１月１２日（火）   「麹のチカラ！内側からきれいに～甘酒・化粧水づくり～」  （麹化粧水付き） 

愛犬と笑顔で暮らすための～絆・健康・防災～片瀬わんわん講座  《要申込》 

★１1月２９日（日） 実践編 「今日から実践！～愛犬と絆を深めるコミュニケーション～」 

★１２月１３日（日） 座学編①「獣医さんに学ぶ！～愛犬の健康長寿の秘訣～」 

             座学編②「もしもの時に備える～愛犬のための防災対策～」 

 

生
涯
学
習
事
業
の
お
知
ら
せ 

申
込
み
、
詳
細
は
広
報
・
地
域
回
覧
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

片瀬市民センター（本館） 

 

 

 
片瀬市民 
センターHP 

野鳥観察入門講座     《要申込》  ※全３回参加できる方優先 

★１２月９日（水）  第１回 片瀬しおさいセンターにて  ★１月１３日（水）  第２回 片瀬海岸～江の島 

★２月１０日（水）  第３回 奥田公園～川名清水谷戸～新林公園 

赤ちゃんとママのふれ愛タイム～オイルトリートメント～   《要申込》 ★１２月３日（木）  ★３月４日（木） 

冬の子ども工作教室  《要申込》 ★１２月１９日（土） 

昼のエクササイズ   ★１１月４日（水）  ★１２月２日（水）：「心と身体を整えるバレトン」 

★１月８日（金）  ★２月１２日（金）  ★３月１２日（金）：「優しく身体を整えるヨガ」 

スマホお助け隊 《要申込》 

★１１月１９日（木）  ★１２月１７日（木）  ★１月２１日（木）  ★２月１８日（木）  ★３月１８日（木） 

ようこそ小さな空間アンソレイユ 

★１１月９日（月）「ウーロン茶」  ★１２月７日（月）「カルダモン」  ★１月４日「はと麦茶（漢方：ヨクイニン） 

★２月１日（月）「リコリス（天草）」  ★３月１日（月）「マジョラム」 

楽しく子育て     《要申込》 

★１１月１８日（水）「英語であそぼ！」  ★１２月１６日（水）「保育士さんとあそぼ！X’masに作ってみよう！」 

★ １月２０日（水）「親子であそぼ！一緒にストレッチ！」  ★２月１７日（水）「音であそぼ！歌と楽器で！」 

おもちゃの病院 ★１１月２１日（土）★１２月１９日（土）★１月１６日（土）★２月２０日（土）★３月２０日（土） 

 

片 瀬 し お さ い セ ン タ ー

（

分館） 

 



 
    

 

  

  

令和８年（２０２６年）１０月２５日号       片瀬だより          第１４７号 

藤
沢
の
漁
業
③ 

地
産
地
消
で
つ
な
ぐ
「藤
沢
の
魚
」の
未
来 

 

魚
に
は
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
と
言
わ
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ

サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
と
い
っ

た
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
多
く
の
親
御
さ
ん

が「
子
ど
も
に
魚
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
手
間
や
「
切
り
身
」
で
の
販
売
が
主
流
に
な
っ
た
こ

と
で
、
魚
の
本
来
の
姿
を
見
る
機
会
は
減
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
藤
沢
市
で
は「
地
産
地
消
」
に
よ
る

水
産
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
が
推
進
す
る「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
に
は
、
脂
の
乗
っ
た

「
江
の
島
カ
マ
ス
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
へ

の
提
供
も
積
極
的
に
試
み
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の
定
置
網
で

獲
れ
た
ワ
カ
シ
（
ブ
リ
の
幼
魚
）
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
量
の
魚
を
安
定
し
て

確
保
し
、
骨
を
丁
寧
に
取
り
除
く
と
い
っ
た
現
場
の
苦
労
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
旬
の
地
魚
を
味
わ
う
体
験

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
食
育
と
な
り
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
温
め
る
だ
け
で
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る「
フ
ァ
ス

ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
普
及
や
市
場
価
値
が
つ
き
に
く
い「
未
利
用

魚
」
を
加
工
し
て
活
用
す
る
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自

然
が
相
手
の
た
め
、
計
画
通
り
に
魚
が
獲
れ
な
い
と
い
っ
た

悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
水
産
加
工
業
者
と
の
協
力
な
ど
、

新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
も
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

地
元
で
獲
れ
た
魚
を
意
識
し
て
選
ぶ
こ
と
は
、
地
域
の
漁
師

引
き
継
ぐ 

〈２〉 

さ
ん
を
応
援
し
、
藤
沢
の
豊
か
な
海
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
魚
屋
さ
ん
で
、
藤
沢
の
海
の
幸
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ふ
り
か
え
る 

 
 
 
 
 

片
瀬
山
住
宅
地
の
い
ま
む
か
し
② 

 

前
回
の
連
載
を
読
ん
だ
多
く
の
方
か
ら
、
片
瀬
山
開
発
以
前

の
思
い
出
や
、
開
発
直
後
の
住
宅
地
で
の
苦
労
話
な
ど
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
今
回
は
片
瀬
に
お
住
い
の
鈴
木
昱
生
さ
ん
（
九
〇
歳
）
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。 

【
開
発
以
前
の
思
い
出
】 

 

鈴
木
さ
ん
は
片
瀬
西
方
育
ち
。
ご
実
家
は
、
当
時
は
赤
山
と

呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
畑
を
二
ヶ
所
と
谷
戸
山
（
赤
山
の
北

側
あ
た
り
）
に
山
林
を
五
〇
〇
坪
所
有
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。 

 

「
リ
ヤ
カ
ー
で
上
り
、
山
の
上
に
あ
る
畑
に
は
子
ど
も
だ
っ
た

け
ど
、
手
伝
い
で
よ
く
行
っ
た
ね
。
赤
土
で
、
耕
す
の
が
大
変
な

土
地
だ
っ
た
の
で
、
麦
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
作
っ
て
い
た
ね
。
水
は
無

い
の
で
、
下
か
ら
運
ん
だ
し
、
肥
料
は
人
糞
で
天
秤
棒
に
桶
を

下
げ
て
運
ぶ
の
が
、
そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
ね
。
こ
の
時
の
体
験
が

頑
丈
な
体
を
作
っ
た
と
思
う
よ
。 

 

 

鬱
蒼
と
木
の
茂
る
子
ど
も
に
は
怖
い
、
細
い
道
を
二
〇
分
ほ
ど

行
く
と
サ
ン
ザ
イ
と
呼
ば
れ
る
、
木
が
な
く
、
笹
し
か
生
え
て
い

な
い
明
る
い
見
晴
ら
し
良
い
場
所
に
出
る
ん
だ
。 

 

あ
と
赤
土
に
兵
舎
が
あ
り
、
国
民
学
校
一
、
二
年
生
の
時
に
兵

隊
さ
ん
の
慰
問
に
行
っ
た
思
い
出
が
あ
る
ね
。
（
鈴
木
さ
ん
四
年

生
の
時
に
終
戦
） 

 

山
林
で
は
、
冬
に
枝
を
は
ら
っ
た
り
、
木
を
切
っ
た
り
、
草
を
刈

る【
山
狩
り
】
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
刈
っ
た
木
を
薪
に
す
る
た

め
に
担
い
で
降
り
て
き
て
、
家
の
燃
料
に
し
た
り
、
売
っ
た
り
し
て

い
た
よ
。 

 

片
瀬
山
の
開
発
が
始
ま
り
、
山
を
手
放
す
時
は
、
周
り
の
人
た

ち
が
早
く
に
売
っ
て
し
ま
い『
い
つ
ま
で
も
持
っ
て
い
る
と
、
自
分
の

山
に
行
く
道
が
な
く
な
る
よ
』と
言
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
ね
」 

 

そ
の
後
、
鈴
木
さ
ん
は
片
瀬
を
離
れ
、
関
西
で
就
職
し
、
転
勤

の
た
め
片
瀬
に
戻
っ
た
そ
う
で
す
。
何
十
年
ぶ
り
に
今
の
片
瀬
山

を
ご
覧
に
な
っ
た
時
の
感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？
と
質
問
す
る

と「
浦
島
太
郎
だ
よ
。
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
る
か
ら
ね
」と
の
こ
と

で
し
た
。
興
味
深
い
お
話
が
尽
き
な
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。 

1946（昭和 21）年 空中写真 

国土地理院サイト（「地図・空中

写真閲覧サービス」より） 



               

 

                  

 
 

                                  

                                
 

 

 令和４年（２０２２年）３月２５日号        片瀬だより        第１２９号 

画
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
別
荘
の
庭
で
の「
松
露
狩
り
」
（
左
の

老
人
は
別
荘
の
主
人
）
。
シ
ョ
ウ
ロ
は
ク
ロ
マ
ツ
の
根
と
共
生
す
る

キ
ノ
コ
の
一
種
（菌
根
菌
）。
豊
か
な
香
り
が
珍
味
と
さ
れ
、
高
級

料
亭
の
季
節
料
理
と
し
て
登
場
す
る
食
材
で
す
。
シ
ョ
ウ
ロ
は
実

は
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
始
め
頃
ま
で
、
片
瀬
・
鵠
沼
な
ど
湘

南
地
域
の
名
産
品
で
、
ご
く
身
近
に
あ
っ
た
食
べ
物
で
し
た
。 

令和８年（２０２６年）１０月２５日号       片瀬だより         第１４７号 

片
瀬
・江
の
島
イ
チ
オ
シ
浮
世
絵
④ 

元
藤
沢
市
藤
澤
浮
世
絵
館 

学
芸
員 

細
井
守 

筒
井
年
峰「
江
見
水
蔭
作『
江
島
道
』（春
陽
堂
発
行
）口
絵
」 

（木
版
印
刷
。
明
治
三
十
四
年
（一
九
〇
一
）出
版
） 

  

こ
の
作
品
は
、
明
治
時
代
の
通
俗
小
説
の
挿
絵
と
し
て
描
か

れ
た
浮
世
絵
で
、
浮
世
絵
版
画
が
衰
退
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た

明
治
時
代
後
期
の
も
の
で
す
。
明
治
に
な
っ
て
新
し
い
印
刷
方

法
や
写
真
技
術
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
を

時
代
遅
れ
と
考
え
る
価
値
観
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
浮

世
絵
師
た
ち
の
仕
事
は
徐
々
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

方
、
同
時
代
の
出
版
業
界
は
、
幕
府
に
よ
る
出
版
統
制
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
や
大
量
生
産
が
可
能
な
活
版
印
刷
の
普
及
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
重
な
り
、
劇
的
に
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
隆
盛
期
を
迎
え
た
出
版
業
界
は
、
浮
世
絵
師
や
そ
の
弟

子
た
ち
に
多
色
刷
り
の
口
絵
（
く
ち
え
）
を
描
か
せ
、
こ
の「
木

版
口
絵
」
が
本
の
売
れ
行
き
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
一
大
ブ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。 

 

絵
師
の
筒
井
年
峰
（
つ
つ
い 

と
し
み
ね
。
一
八
六
三
～
一
九

三
四
年
ご
ろ
）
は
月
岡
芳
年
の
門
下
（
歌
川
国
芳
の
孫
弟
子
）。

小
説
の
作
者
、
江
見
水
蔭
（
え
み 

す
い
い
ん
。
一
八
六
九
～

一
九
三
四
年
）
は
尾
崎
紅
葉
ら
の
文
学
結
社
、
硯
友
社
に
参

加
し
、
一
八
九
六
年
に
住
ま
い
を
片
瀬
に
移
し
て
い
ま
す
。 

 

物
語
の
主
人
公
は
東
海
道
藤
沢
駅―

江
の
島
間
で
営
業
す

る
人
力
車
夫
の
青
年
。
文
中
、
当
時
の
江
の
島
道
辺
り
の
景
観

や
店
の
名
前
、
風
物
な
ど
が
活
写
さ
れ
、
知
ら
れ
ざ
る
郷
土

資
料
と
言
え
ま
す
。 

   

〈３〉 

望
台
か
ら
は
富
士
山
も
望
め
気
分
転
換
に
は
絶
好
で
す
。
リ
ス

や
野
鳥
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
マ
は
い
ま
せ
ん
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（Ｉ
） 

  

 

     

 

私
の
散
歩
道
～
新
林
公
園
自
然
散
策
路
～ 

片
瀬
山
北
公
園
か
ら
新
林
公
園
に
抜
け
る
山
道
が
私
の
お

気
に
入
り
の
散
歩
道
の
一
つ
で
す
。
散
歩
道
と
い
っ
て
も
若
干
ハ

ー
ド
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
た
め
、
私
は
専

ら
北
公
園
か
ら
の
下
り
専
門
で
す
が
、
木
々
に
囲
ま
れ
て
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
存
分
に
浴
び
、
気
分
爽
快
で
す
。 

ル
ー
ト
は
二
つ
あ
り
、
気
分
に
応
じ
て
歩
き
分
け
、
季
節
に

応
じ
た
木
々
や
草
花
を
愛
で
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
展 

 
第
４７
回 

片
瀬
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
つ
い
て 

日
時
： 

10
月
31
日
（土
）・
11
月
1
日
（（日
） 

 
 

 
 

 

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

※
11
月
１
日
（日
）は
、
午
後
２
時
ま
で 

場
所 

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
・片
瀬
し
お
さ
い
セ
ン
タ
ー 

 【
片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
】 

 

★
は
じ
め
て
の
映
画
～
映
画
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
～ 

『
そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
パ
ン
タ
ン
と
約
束
の
星
』 

今
年
の
夏
に
公
開
の
映
画
を
お
届
け
し
ま
す
！ 

上
映
日
時 

10
月
31
日
（土
）午
前
10
時
４０
分
～ 

会 

場 
 

 

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー 

２
階
ホ
ー
ル 

 

★
音
楽
芸
能
部
会
・展
示
部
会 

発
表 

 

★
模
擬
店
部
会
多
数 

【
片
瀬
し
お
さ
い
セ
ン
タ
ー
】 

 

★
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
会
発
表 

 

★
片
瀬
こ
ま
体
験 

 
 

 

★
輪
投
げ 

 

★
歩
行
姿
勢
測
定
、
骨
密
度
・血
管
年
齢
測
定 

 

★
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
多
数 

筒井年峰「江見水蔭作『江島道』口絵」 



 

 
 

 

い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
十
二
年
の
関
東
大

震
災
で
全
壊
し
て
し
ま
っ
た
神
社
だ
が
、

そ
の
後
同
じ
場
所
に
再
建
さ
れ
た
。
昭
和

の
時
代
に
は
こ
の
神
社
と
龍
口
寺
の
前
に

駐
在
所
が
あ
っ
て
地
域
の
暮
ら
し
を
見
守

っ
て
い
た
。
一
晩
中
赤
色
の
ま
る
い
電
灯
が

つ
い
て
い
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
神
社
の
神

様
と
一
緒
に
駐
在
所
が
支
え
て
く
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
に
西
鎌
倉
に

遷
座
さ
れ
た
。
神
社
の
記
念
碑
に
刻
ま
れ

た
由
来
に
よ
る
と「
江
の
島
遠
望
清
浄
の

地
」
に
遷
座
申
し
上
げ
た
と
し
る
さ
れ
て

て
い
る
。
境
内
に
は
ブ
ロ
ン
ズ
の
五
頭
龍
大

明
神
像
が
置
か
れ
て
参
拝
の
人
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
て
い
る
。 

 

昔
を
知
る
人
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
が
、
鳥
居
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
の

土
地
は
今
で
も
鎌
倉
市
の
飛
び
地
だ
と

聞
く
。
跡
地
に
は
草
が
生
い
茂
り
、
背
後

の
山
肌
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。 

    

 

                            

片
瀬
市
民
図
書
室
か
ら
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
２
８―

６
９
３
５ 

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方 

ど
な
た
で
も
、
一
人
１０
冊
ま
で 

２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。 

〈
開
室
時
間
〉  

 
 

 
 

 

火
～
日
曜
日 

 
 

 
 

 
 

午
前
10
時
～
午
後
５
時 

《
新
着
本
の
お
知
ら
せ
》 

「
永
遠
の
記
憶
」  

 
 

 
 

東
野 

圭
吾 

「
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団 

二
」 

池
井
戸 

潤 

「
い
ち
い
ち
う
る
せ
え
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
り
が
た
い
ね
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

愛
子 

「
お
う
ち
で
麻
辣
湯
レ
シ
ピ
」石
神 

秀
幸 

「
ベ
ス
ト
・エ
ッ
セ
イ 

二
〇
二
六
」 

「
日
本
ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
大
全
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

渡
辺 

文
善 

「
乱
読
御
免
」  

 
 

 
 

 

今
村 

翔
吾 

「
こ
ど
も
道
路
交
通
法
」 

山
崎 

聡
一
郎 

「
Ａ
Ｉ
の
学
校 

わ
か
り
や
す
く
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
も
し
ろ
い
‼
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
尾 

豊 

「
う
ん
て
ん
せ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

陸
・海
・空
の
の
り
も
の
」 

「
は
じ
め
て
の
子
ど
も
手
芸
」 

令和８年（２０２６年）１０月２５日号       片瀬だより          第１４７号 

〈４〉 

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

長
き
に
わ
た
り「
イ
ル
カ
学
級
（乳
幼
児
家
庭
学

級
）」
と
し
て
、
子
育
て
中
の
方
へ向
け
た
保
育
付
き
の

学
級
講
座
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
視
点

を
少
し
変
え
て
、「
孫
育
て
」で
育
児
に
関
わ
る
、
こ
れ

か
ら
関
わ
る
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
聞
い
て
欲
し
い『
子
育

て 

孫
育
て 

み
ん
な
に
知
っ
て
欲
し
い
安
心
講
座
』
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

パ
パ
・マ
マ
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
育
児
を
す
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
で
学
ん
で
、
片
瀬
地
区
が
子
育
て
・

孫
育
て
に
も
優
し
い
場
所
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
悩
み

を
一
人
で
抱
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

１１
月
は「
性
の
話
・ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
話
」
１２
月
は「
Ｖ
Ｒ

で
体
験
！
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
」１
月
は「
麹
の
チ
カ
ラ

～
甘
酒
・化
粧
水
づ
く
り
」を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
！ 

※
次
号
の
片
瀬
だ
よ
り
は
２
～
３
月
に
発
行
予
定
で
す
。 

編
集
後
記 

 

身
体
を
さ
す
よ
う
な
陽
射
し
、
日
陰
を
探
し
な
が
ら

歩
く
。「
水
分
を
十
分
取
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
言
わ
れ
る

か
か
り
つ
け
の
先
生
の
言
葉
が
蘇
る
。
今
年
の
夏
は
、
何

処
か
に
不
安
が
過
る
生
活
だ
っ
た
が
、
お
陰
様
で
秋
冷

を
迎
え
る
事
が
出
来
た
。「
油
断
大
敵
」
、
心
に
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
と
思
う
。
皆

様
も
ど
う
ぞ
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（Ⅰ
） 

 

 

ふ
る
さ
と
片
瀬 

 
 
 
 

～
今
昔
あ
れ
こ
れ
～ 

53 

中
村 

喬 
「龍
口
明
神
社
の
こ
と
」 

  

龍
口
寺
の
西
隣
に
石
造
り
の
鳥
居
が
残

さ
れ
て
い
る
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
龍
口

明
神
社
と
し
て
お
参
り
を
す
る
腰
越
に
住

む
親
戚
も
い
て
一
緒
に
頭
を
下
げ
た
思
い

出
が
あ
る
。 

 

片
瀬
に
あ
る
神
社
だ
が
、
こ
こ
だ
け
は
鎌

倉
市
な
の
だ
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶

に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
社
に
は
二
柱
の
神
様

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
神
武
天
皇
の
母
君
と

伝
え
ら
れ
る
玉
依
姫
命
（
た
ま
よ
り
ひ
め

の
み
こ
と
）
と
五
頭
龍
大
明
神
で
あ
る
。 

 

こ
の
五
頭
龍
大
明
神
様
は
江
の
島
の
弁

財
天
と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
昔
、
悪
行
を
重
ね
て

い
た
五
頭
龍
は
江
の
島
に
降
臨
し
た
弁
財

天
の
美
し
さ
に
心
を
ひ
か
れ
た
。
そ
の
弁

財
天
に
行
い
を
戒
め
ら
れ
て
心
を
改
め
、

人
々
を
災
害
か
ら
守
る
神
に
な
っ
た
と
い

う
。 

 

龍
口
明
神
社
は
、
国
家
安
泰
の
神
と
し

て
昔
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

欽
明
十
三
年
（
西
暦
五
五
二
年
）
に
創
建

と
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
一
の
古
い
社
だ
と
も 

 


